
 
多様な専門性を有する人材の教師への入職について（御案内） 

 
文部科学省では、これからの時代に社会で活躍するために必要な力を育むための教科横断的、探究

的な学びなど子供の新たな学びや、多様な専門性を有する人材の教師への入職を推進しております。 
教師は次世代の我が国、地域社会を創る子供たちを育成する重要な職であります。多様な分野から

学校の指導体制に加わっていただきたいと考えております。 
他方、教員採用選考については各自治体がそれぞれで行っていることもあり、これまで十分な情報

提供ができておらず、実際の採用・入職に結びついていないことも多いのではないかと懸念している

ところです。 
そこでこの度、文科省が昨年度に立ち上げた、各自治体の教員採用に

関する情報や、教師の仕事にまつわる情報などを集約したポータルサイ

トを御紹介させていただきます。右記 QR コードより御覧ください。 
なお当該ポータルサイトには、採用選考に関する情報以外に、「教職を

目指す社会人向け学習コンテンツ」を掲載しており、独立行政法人教職

員支援機構が教職未経験者向けに公開している「基礎的研修シリーズ」

等を動画で御覧になれます。教職を目指される際、是非御活用くださ

い。 
URL: https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougoushien/index.htm 
 
 
教員免許をお持ちの方へ 
各自治体の教員採用についての情報収集に、ポータルサイトを御活用いただけますと幸いです。 
これまでの職歴との関係で情報、水産、工業など各種専門資格をお持ちの方であれば、社会人向け

特別選考として、試験の一部免除や加点措置を行うという自治体も多くございます。 
（例）宮崎県。３級以上の海技士（水産・漁業）の海技免状を所有していることなどを条件に、1 次

試験（筆記試験）で加点 
 
 
教員免許をお持ちでない方へ 
教員免許をお持ちでない方でも、各種専門資格等をお持ちの方であれば、特別の選考の対象として、

採用選考を受けられるだけでなく、試験が一部免除されるなどの取組を行っている自治体もございま

す。 
（例）茨城県。正規職員として民間企業や官公庁で継続して 36 月以上の勤務経験があり、出願する

教科に関して大学卒業程度以上の高度な専門的知識又は技能（技術士、一級建築士等）を有

していれば、一次試験（筆記試験）を免除 
 
 
「部活動指導員」の取組について 
部活動指導員は、学校の教育計画に基づき、部活動の技術的な指導や大

会への引率等を行うことを職務としており、県や市によって採用される学

校職員で、入職に際して教員免許を取得している必要はございません。 
部活動指導員は市町村教育委員会など学校設置者において募集されてお

りますので、採用情報については県や市など、各設置者のホームページ等

を御参照ください。 
URL: 
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop04/list/1405720_00010.htm 

 

 
 
 

 

教育人材総合支援ポータル 

スポーツ庁 HP 

下記のように、エリア別の項目が表示
されるので、「九州・沖縄エリア」か
ら「宮崎県」を選択してください。 

要項の 8ページ目に、海技士免状保有による
加点についての記載がございます。 

左ページの QRコードを読み取ると、上記の
サイトが表示されます。赤丸で囲んだ部分を

クリックしてください。 

赤丸で囲んだ「教員採用選考に関する 
情報」の URLをクリックしてください。 

ページを下にスクロールすると、赤丸で囲んだ
ように、実施要項のリンクがありますので、こ

ちらをクリックしてください。 
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「教育人材総合支援ポータル」の使用例 
（宮崎県の加点制度を検索する場合） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougoushien/index.htm
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop04/list/1405720_00010.htm

